
 大 会 プ ロ グ ラ ム  

１日目：11 月 1 日（土）                                        
10：00～12：00 運営委員会 JISS 研修室 D

   
12：20～12：50 テニス大会受付 JISS 玄関ロビー 

   

13：00～17：30 テニス講習会（兼小山秀哉杯） JISS・NTC インドアテニスコート 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

２日目：11 月 2 日（日）                                        
9:00～9：40 学会大会参加受付 JISS 研修室前

  
開会挨拶 JISS 研修室ＡＢ 
9：45～9：55 平田 聰（日本テニス学会副会長） 

  
基調講演 JISS 研修室ＡＢ

10：00～10：55 「生涯スポーツとしてのテニス －そのあるべき姿－」 

  宮下 充正（日本テニス学会会長、東京大学名誉教授） 

  

特別講演 JISS 研修室ＡＢ 
11：00～12：00 「今後スポーツが向き合っていくべきこと」 

 吉田友佳  

   

総 会  

12：00～12：15  司会：田中伸明（明治大学） JISS 研修室ＡＢ 
  

（休 憩）  

  

シンポジウム JISS 研修室ＡＢ 
13：10～15：00 「コーチにとって必要な資質とは」 

 コーディネーター 

シンポジスト 

西村 覚（島根大学） 

堀場雅彦（ホリバインターナショナルテニス） 

丸山弘道（吉田記念テニス研修センター） 

宮地弘太郎（関西国際大学） 

浅沼道成（岩手大学） 

   

（休 憩）  コーヒーブレーク 
   

一般研究発表：口頭発表   司会：岩月俊二（北陸先端科学技術大学院大学） JISS 研修室ＡＢ 
15：30～15：53 演題番号：口頭 01、研究発表 

「ラケットのスピン性能のメカニズムとスピン打撃実験 

   －威力あるトップスピンは関節の負担を軽減する－」 

○川副嘉彦（埼玉工業大学） 
  
15：53～16：16 演題番号：口頭 02、研究発表 

「ねじらない・うねらない・踏ん張らない『ナンバ・テニス』の研究 

－『軸を消す・軸を作らない』不安定さが速さ・威力・ロバスト性を生む－」 

○川副嘉彦（埼玉工業大学） 伊倉良明（埼玉工業大学） 
  
対談 司会：岩月俊二（北陸先端科学技術大学院大学） 体育館 
16：30～18：00 「古武術からの発想：スポーツからロボットまで」 

 講師 

 

甲野善紀（松聲館） 

川副嘉彦（埼玉工業大学） 

   

懇親会          司会：内城寛子（富士大学） JISS 研修室ＡＢ 
18：30～20：00 テニス大会表彰および功労賞表彰 
  



３日目：11 月 3 日（月）                                            
8:45～9：05 受付  
   
一般研究発表：口頭発表   司会：武田守弘（福山平成大学） JISS 研修室ＡＢ 
9：10～9：33 演題番号：口頭 03、研究発表 

「ラリーの主導権を握るためのショットに関する研究（２）」 

○宮地弘太郎（関西国際大学） 

 宮地幸（テニスビジョン・インターナショナル・テニスアカデミー） 

 伊藤雅充（日本体育大学） 
  
9：33～9：56 演題番号：口頭 04、実践研究発表 

「ゲーム分析システムを用いたコーチングの実践と課題 

－大学女子テニス選手を事例として－」 

○高橋仁大（鹿屋体育大学） 岩嶋孝夫（武蔵工業大学） 

 石原雅彦（鹿屋体育大学体育学部） 児玉光雄（鹿屋体育大学） 
  
9：56～10：19 演題番号：口頭 05、実践研究発表 

「スポーツにおける股関節可動域の影響とそのメカニズムおよび応用についての考察」 

○猪膝武之（楠本化成㈱国際部） 
 

教育講演 JISS 研修室ＡＢ

10：30～12：00 「JISS におけるスポーツ科学的サポート」 

  平野 裕一（国立スポーツ科学センター） 

   
（休 憩）  

  

一般研究発表：オンコート発表   司会：佐藤雅幸（専修大学） JISS インドアアンツーカーコート 
12：50～13：40 演題番号：オンコート 01、実践研究発表 

「ブラインドテニスの紹介」 

○清水 裕（成蹊大学） 
  
一般研究発表：ポスター発表  司会：高橋仁大（鹿屋体育大学） JISS インドアアンツーカーコート 
13：40～14：40 ポスター発表閲覧時間 兼 コーヒーブレーク 
  
14：40～15：10 ポスター発表ディスカッションタイム 
   
 演題番号：ポスター01、研究発表 

「スポーツ競技における競技価値観の比較 

   －テニスプレーヤーの場合－」 

 ○佐藤周平（東海大学大学院） 平田大輔（専修大学） 

  
 演題番号：ポスター02、研究発表 

「テニスへの動機づけを高めるには何が必要か 

   －技術満足度と環境満足度をフローモデルに照らし合わせて－」 

○内城寛子（富士大学） 

  
 演題番号：ポスター０３、研究発表 

「テニスの試合中における心理状態の分析」 

○武田守弘（福山平成大学） 
  



  
  
 演題番号：ポスター04、研究発表 

「テニス選手の競技に対する意識調査 

   －2007 ITF Women’s Circuit Hiroshima での調査から－」 

○田中伸明（明治大学） 高橋正則（日本大学） 佐藤雅幸（専修大学） 

  澁谷隆良（東洋英和女学院大学） 水野忠知（小石川インドアテニスクラブ） 

  平田大輔（専修大学） 友末亮三（安田女子大学） 武田守弘（福山平成大学） 

 後藤光将（明治大学） 佐藤周平（東海大学） 

  
 演題番号：ポスター05、研究発表 

「広島国際女子オープン大会における女子プロ・エリートアマチュアテニス選手の疼痛の調査」

○原田幹生（山形大学整形外科） 大響和憲（大田市立病院整形外科） 

  高原政利（山形大学整形外科） 萩野利彦（山形大学整形外科） 

  
 演題番号：ポスター06、実践研究発表 

「視覚ハンディキャップテニスとは」 

○佐藤雅幸（専修大学） 松居綾子（日本視覚ハンディキャップテニス協会） 

武井実良（日本視覚ハンディキャップテニス協会) 佐藤周平（東海大学） 

平田大輔（専修大学） 

  
 演題番号：ポスター07、実践研究発表 

「日本視覚ハンディキャップテニス協会活動報告 

   －海外（イギリス・韓国・台湾）での普及活動について－」 

○松居綾子（日本視覚ハンディキャップ協会） 武井実良（日本視覚ハンディキャップ協会）

 佐藤周平（東海大学） 佐藤雅幸（専修大学） 平田大輔（専修大学） 
  
 演題番号：ポスター08、研究発表 

「ハワイにおける車いすテニスの発祥と日本への普及」 

 ○岩月俊二（北陸先端科学技術大学院大学） 

  
一般研究発表：口頭発表   司会：友末亮三（安田女子大学） JISS 研修室ＡＢ 
15：10～15：33 演題番号：口頭 06、研究発表 

「クロススタンス打法によるフォアハンドストロークのキネマティクス」 

○九鬼まどか（早稲田大学大学院） 

  
15：33～15：56 演題番号：口頭 07、研究発表 

「ソフトテニスのネットプレーにおける眼球運動と内省報告 

－映像を用いた認知トレーニングによるオンコートでの評価－」 

○櫻井真之介（日本大学大学院研究生） 吉本俊明（日本大学） 高橋正則（日本大学） 

  
15：56～16：19 演題番号：口頭 08、研究発表 

「ジュニアテニス選手のサービスポジションに関する調査研究」 

○西村 覚（島根大学） 古澤貴子（㈶吉田記念テニス研修センター） 
 

閉会式  
16：40～17：00 研究発表賞・研究奨励賞授与 
  

 


